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内容の流れ

1. ようがコミュニティークラブの紹介

2． 事業実施までの経緯と課題

①経緯 ②課題「実施日程・時間の調整」

③課題「保険と費用について」 ④課題「生徒と保護者への周知と理解」

3. 実施内容の状況
①活動方針 ②活動内容 ③指導体制

4．生徒・保護者の受け止め状況

5、課題・配慮点と意義について

6．まとめ・評価と展望
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1.ようがコミュニティー
クラブの紹介
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 設立：2004年3月

 場所：世田谷区上用賀5-15-1

区立用賀中学校内 事務局

 主な活動場所：用賀中学校・用賀小学校・京西小学校

 活動種目：21 【スポーツ系16・文化系5】

 会員数：約650人

 クラブの特色：

 地域主導型クラブで、スポーツと文化を通して、

コミュニティー創りを大切にとの想いから、コミュニ

ティークラブと命名した

 都市型のクラブで、強みは低価格・地域の絆づくり
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2.事業実施までの
経緯と課題
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①経緯

 R4・R5年度に区の試行事業の説明を受けて

実施の可能性を検討

 YCC「ようがテニスクラブ」から試行の申し出

用賀中学校女子テニス部から指導の要請

用賀中学校と教育委員会事務局との打ち合
わせを経て、試行決定
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②課題「実施日程・時間の調整」
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※YCCテニスクラブの活動：第1・第3（土）15時～19時半

従来の活動 トライアル開始後の活動

形態 学校部活動
学校部活動
＋総合型クラブによる「地域クラブ活動」

活動日 (火)・(木)・(金)

学校部活動
総合型クラブによる
「地域クラブ活動」

(木)・(金) (火) 第1・第3(土)

活動時間

16:00～18：00 16:00～18：00 16:00～18：00 13：00～15：00

夏休み期間
7：30～10：00

夏休み期間
7：30～10：00
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③課題「保険と費用について」

学校部活動の保険適用不可

 YCC会員の保険適用を検討

 YCC会員に「トライアル事業会員」の新設

入会金は区の委託費から負担



④課題「生徒と保護者への周知と理解」

保護者会を開催して、部活動地域移行に

ついて説明

目的は、指導力向上により生徒の豊かな

スポーツライフ形成と、教員の働き方改革

運営方法、活動方針の説明（連絡方法 など）

個人情報の守秘義務などの説明
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3.実施内容の状況
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①活動方針

大会で好成績を収めることをめざすのでは

なく、テニスを楽しむことを基本とする

テニスを生涯スポーツの一つとするための

基礎を身につけること
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②活動内容-火曜日

従来の部活動のメニューを基本としながら

漸進的に練習内容の改善を図る

 コーチ：YCCテニスクラブ会員・知人の定年

退職者（部活動指導経験者）
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②活動内容-土曜日

 「ようがテニスクラブ」のメニューに沿ったレッスン

 コーチ：YCCテニスクラブのコーチ担当から選抜



②活動内容-留意点

コーチ陣には、世田谷区教育委員会

から提供された、指導内容などに係る

資料を配布

事前に内容を把握するようにした
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③指導体制

生徒の参加人数

指導者登録者と各曜日のシフト表

作成
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4．生徒と保護者の
受け止め状況受

け止め状況生徒・保護

生徒・保護者への

アンケートより
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①生徒より

 良かった点

基本的な技術の向上（多数）

親身な指導と的確なアドバイス（多数）

熱中症対策をしてくれる

 要望：同じ練習ではなく、ゲームの練習を多くしたい

 指導方法と内容

楽しく分かり易くて、各自の聞きたいことを聞けて

アドバイスを受けフォームや意識の改善ができる

 指導員の人数:丁度良い
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②保護者より
 良かった点

 経験のある指導者に優しく熱心にきちんと丁寧に指導していただけること
は非常にありがたく、上達に繋がり、レベル差も改善されると喜んでいる

 毎回1度は必ずアドバイスや声掛けをしていただけるようになった事で
楽しんでいるように思う

 部活の日数が増えて、夏休みの朝練も増えたことで規則正しい生活が
できている

 要望
 練習時間の増加と、他校と練習試合ができると成長する
 的確な練習方法や子ども同士でもアドバイスしあえる雰囲気づくりに
ついての助言

 来年も続けて欲しい

 その他
 先生の負荷軽減や、地域の高齢者の方と若者と接する機会になり、
子どもの部活がしたいという要望もかなうという本当に良い制度だと思う

 熱中症対策や指導への感謝。指導員への労いの言葉など多数
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5．課題・配慮点と
意義について
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指導方法の調整

生徒の自主性を大切にする

話し合いながら効率の良い指導方法を取り
入れる

危機管理

個人情報の管理

撮影の承諾

けがの防止・熱中症予防

担い手の貢献寿命
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6．まとめ
～評価と展望～
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 指導力の向上により、生徒の上達という成果を上
げており、出席率が良いことからも試行事業とし
てよい滑り出しと思われる。

 継続は可能だが、日数や時間などの拡大は難しい

 YCCヘの中学生加入可能クラブは13クラブ

 区内29中学校の内、総合型地域スポーツクラブが
あるのは中学校3校（ほかに小学校等に8クラブ）

 今後、生徒達の豊かなスポーツ環境を守り、教員
の負担軽減をはかるために、地域の各団体や各組
織ができることを行いサポート体制を創ることが
望ましいと思われる。
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ご清聴

ありがとう

ございました
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